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１０００ → ５０ → ３

検診 → 精査 → 癌

１５０ → １５００ → ３０００ → ６０
年間手術数 → １０年間 → 年２回検診 → 週当たり

１５００ → ３００ → ２４００ → ４８
１０年間手術件数 → 再発数 → １０年後再発実数２００名 → 週当たり

月１回 通院



専門施設における乳がん診療の問題点

• 医療者側

外来患者の増加 →急性期医療における

医療資源の消費

• 患者側

遠距離通院

待ち時間の増加

医療者側の疲弊によるサービス低下とリスク増大



機能的役割分担

専門病院 急性期の特殊治療

クリニック 慢性期治療

内分泌療法

経過観察

→地域医療連携パスによる共同診療が有効



医療連携→患者側の利点

• 医療の質が保証される

• 通院の負担が軽くなる（物理的・精神的）

• 医療に主体的に関われる

• 併存疾患も同時に診てもらえる



予防医療センター
乳がん検診・
診断センター
検診・二次精査

乳がんクリニック
良性乳腺疾患の経過観察
区検診および2次精査

乳癌術後長期経過観察（築地）

Breast Center
（健保）

聖路加
ﾀﾜｰ

乳癌初期治療（術前術後、生検）
再発乳癌治療（現行は、外来点滴ｾﾝﾀｰ）
緩和ケア

病院

セカンドオピニオン
（Ｍ．Ｄ．ｱﾝﾀﾞｰｿﾝ癌ｾﾝﾀｰへのコンサ
ルテーションを含む）
家族性乳癌コンサルテーションクリ
ニック（遺伝診療部）

コンサルテーション
（ﾄｲｽﾗｰ）クリニック（自費）

紹介

紹介

紹介

ＢｒｅａｓｔＢｒｅａｓｔ ＣｅｎｔｅｒＣｅｎｔｅｒ ・・・目的：受診目的別に機能を分ける

自費、健保の分離
紹介率向上
待ち時間の減少等患者ｻｰﾋﾞｽの向上



社会・家族との関わり

家族・家庭内の問題

他者との関わり
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癌治療後長期生存者のQOLに関わる要素
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